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目的： 

本研究では、育児ストレス研究で用いられている 19 項目の育児ストレスショートフォーム(PSI-SF)の因子構造を、妥当性および

信頼性の評価を通して明らかにすることを目的とする。 

 

方法： 

エコチル調査参加者（母親）の産後 1 歳半時と 2 歳半時のデータ（n= 79,282、75,831）を用いた。エコチル調査で使われている

PSI-SF に最も適した因子構造を探索的因子分析（EFA）で探り、先行研究で認められた因子構造と EFA の結果についてモデル

適合度を確認的因子分析で検証した。因子構造の信頼性の評価をピアソンｒ係数の比較と因子得点の経時的比較によって行

い、妥当性をクロンバックα係数の算出・経時的比較によって評価した。 

 

結果： 

各因子分析の結果より、エコチル調査で使われている 19 項目 PSI-SF について 3 因子構造が認められた。また、先行研究で認

められている 2 因子構造と比べ、3 因子構造の方が 19 項目 PSI-SF へのモデル適合度、信頼性、妥当性ともに高かった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

第 1 因子は、“親自身のストレス”、第 2 因子は“子どもに関するストレス”と、PSI-SF 原版で認められている因子と同じだったが、

第 3 因子は“配偶者”と、配偶者（夫）との関係や協力に関する因子と、19 項目 PSI-SF 独自の特徴が見られた。夫の協力や育児

参加は、育児中の母親の精神健康に影響を与えることから、既存の PSI-SF に“配偶者”要因を含めた育児ストレス診断は、より

包括的な診断結果を与えうる。本研究の限界として、19 項目 PSI-SF において、“配偶者”因子は２つの変数のみで構成されてお

り、より信頼性のある尺度として使われる場合、3 つ以上の質問項目を含んだ形に修正される必要がある点が挙げられる。 

 

結論： 

本研究の結果は、3 因子構造が PSI-SF に最も適しているという先行研究の結果を支持するものであった。 

 


